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い !こんなふ うにしたい !といったイメー
ジを持つことができ､とてもプラスになっ
ている｡
そして私は教育実習もこの大口台小学校
で行わせていただいた｡通信課程で学び､
実習をする場合どうしても実習の内諾が遅
くなってしまい､残念ながら母校で実習を
することができなかった｡そんなときボラ
ンティアの縁でこの大口台小学校にお願い
したところ､快く受け入れていただきとて
も助かった｡実習では皆知っている先生た
ちなので､わからないことは遠慮無く教え
ていただくことができ､また先生方も気に
なった点についてはどんどんア ドバイスを
してくれる｡ 2週間という短い期間では､
できることや得られることに限りがある｡
しかし私は大口台小学校でやらせていただ
いたことで､とても有意義な実習を行 うこ
とができた｡ボランティア校での実習はこ
れ以上ない理想的な実習ではないだろう
か｡
以上のようにボランティアでは多くのこ
とを経験させていただいた｡私としては実
習校とボランティア先が一緒なので1年間
通して教育実習をさせていただいているよ
うな感覚だ｡ 1年間もや らせていただく
と､ほんとに多くの子どもたちとかかわる
ことができ､子どもたちからは ｢4月から
大口台に来て担任になってね｡ ｣なんて嬉
しいことも言われるようになった｡私は､
学校ボランティアは教師の仕事の良いとこ
取りだと思 う｡なんといっても､大変な研
修もなければ文書作成もなく､常に子ども
たちとかかわっていられるのだから｡そん
なボランティアも残 り少なくなってきた
が､良いことを伸ばし間違ったことを反省
し､教師になったときこれらを存分にいか
していきたい｡すべては子どもたちの笑顔
のために｡
西田谷中学校での学校ボランティアを通じて学んだこと
私が栗田谷中学校で学校ボランティアを
始めたのは､三年生の春休みの終わりから
でした｡そこからおよそ一年間､月に二回
ほどのペースで継続的に学校ボランティア
をしていく中で､私は学校という場所を肌
で感じることができ､生徒たちや先生方と
の会話などから多くを学ぶだけでなく､教
員として働いていきたいという意欲が以前
にも増して湧いてきました｡
栗田谷中学校では､私はATとして活動を
してきました｡私の専門の科目は数学で､
主に数学の授業でアシスタントをさせても
らいました｡AT､すなわち授業のアシスタ
ントをしながら､教員としての勉強もたく
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さんさせてもらいましたC先生方の教科
指導はもちろんですが､クラスによって
雰囲気が驚くほど異なると実感できたこ
とがとても勉強になりました｡さらに言
えば､生徒一人ひとり､誰もがとても個
性的です｡こんな当たり前のことです
が､学校ボランティアを経験していなけ
れば､おそらく実際に教壇に立つまで本
当の意味で気付くことはなかったと思い
ます｡
また､栗田谷中学校では他の学校に比
べて自由にいろいろなことをさせてもら
えるので､長期休暇中の補習や自分の専
門の科目以外の授業､特別支援学級での
授業も見学したりできました｡数学の授
業だけではわからない生徒たちの姿や､
先生方の授業の工夫を見られるというの
は､とても大きなことだと思います｡な
かでも､特別支援学級での授業に参加で
きるというのは､学校ボランティアでも
していない限り､そう簡単には経験でき
ないことです｡もし本気で教員を志望し
ているのであれば､必ず経験するべきだ
と私は思います｡
先にも言ったように､栗田谷中学校で
はいろいろなことを自由にやらせてもら
えます｡しかし､それはこちらから積極
的に動くことが前提です｡予めもらえる
時間割と予定表をみて､行きたい授業の
担当の先生にその旨を前もって伝える必
要があります｡先生方はl失く引き受けて
くれます｡しかし自分の予定は自分で積
極的に組んでいくのが原則です｡先生方
が忙しい中ボランティアをさせていただ
いている身なので､それくらいのことは
こちらが進んで行うことがマナーだと思
います｡
教員を目指す人にとって､学校ボランティア
はとても貴重な経験になると思います｡大学の
授業もあるので教育実習のように一日中学校に
いることは難しいですが､教育実習とは違い､
長い期間にわたって継続的に学校にいることが
できます｡そのため､学校ボランティアでない
と経験できないこともたくさんあると思いま
す｡さらに､栗田谷中学校ではいろいろな活動
ができます｡また､先生方もとても親切です｡
空いている時間に先生方からいろいろな話が開
けます｡中学校や高校の生徒であったころには
なかなか見られない先生方の素が見ることがで
きることもおもしろいと思います｡私が一番勧
めたいのは､授業が終って職員室に戻るまでの
数分間に､先生方からア ドバイスをもらうこと
です｡そのときの授業のポイントや､私たちの
アシスタントの様子を見て気付いたことを教え
てくれます｡私はこの数分の使い方がとても重
要だと思います｡
学校ボランティアで得られるものはとても大
きいと思います｡積極的に先生方や生徒たちに
話 しかけ､たくさんのことを学び取っていきた
いと考えます｡
神奈川大学教職課程指導室
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